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。



「道成寺」作者：観世小次郎信光　番立：四番目物

～あらすじ～
シテ・白拍子/蛇体　ワキ・道成寺住僧　ワキツレ・従僧　アイ・能力
紀伊の国、道成寺では、春爛漫のある日、再興した釣り鐘の供養が行われることになりました。住職は
訳あって女性が来ても絶対に入れてはならぬ、とお触れを出しますが、一人の白拍子の女が供養の舞を
舞わせてほしいと寺男（能力）に頼み込み、供養の場に入り込みます。女は乱拍子を踏み、舞いながら
鐘に近づき、ついに鐘を引き被いてその中に入ってしまいました。
ことの次第を聞いた住職は、道成寺にまつわる恐ろしい物語を語り始めます。それは、昔、真砂の荘司
の娘が、毎年訪れていた山伏に裏切られたと思い込み、毒蛇となって道成寺の鐘に隠れた男を、恨みの
炎で鐘もろとも焼き殺してしまったというものでした。
女の執念が未だにあることを知った僧達は、祈祷し、鐘を引き上げることが出来ましたが、鐘の中から
は蛇体に変身した女が現れます。争いの末、毒蛇は鐘を焼くはずが、その炎でわが身を焼き、日高川の
底深く姿を消していくのでした。

◎道成寺
文武天皇の勅願により橘(紀)道成なる者が建立したという奈良時代（701年）創建と伝わる古刹。本尊
は千手観音立像(国宝)。

◎能「道成寺」の作者
観世小次郎信光（1450？～1516年）、世阿弥の甥っ子・音阿弥の七男。乱世を生きた信光の作風は、
世阿弥などが幽玄を志向した時代よりショー的。信光作の能「鐘巻」を大胆カットしてエッセンスを抽
出したのが能「道成寺」。「船弁慶」「紅葉狩」「遊行柳」なども信光の作品。

◎安珍・清姫伝説
奥州白河より安珍という僧（山伏）が熊野に参詣に来た。この僧は大変な美形であった。紀伊国牟婁郡
（現在の和歌山県田辺市中辺路、熊野街道沿い）真砂（まなご）の庄司清治の娘、清姫は宿を借りた安
珍を見て一目惚れし、女だてらに夜這いをかけて迫る。安珍は僧の身ゆえに当惑し、必ず帰りには立ち
寄ると口約束だけをしてそのまま去っていった。
欺かれたと知った清姫は怒って追跡をはじめるが、安珍は神仏を念じて逃げのびる。安珍は日高川を渡
るが、清姫は蛇体となりかわり日高川を泳ぎ切り、道成寺に逃げ込んだ安珍に迫る。梵鐘を下ろしても
らいその中に逃げ込む安珍。しかし清姫は許さず鐘に巻き付く。哀れ安珍は鐘の中で焼き殺されてしま
うのであった。安珍を滅ぼした後、本望を遂げた清姫はもとの方へ帰っていき、道成寺と八幡山の間の
入江のあるあたりで入水自殺したといわれる。
畜生道に落ち蛇に転生した二人はその後、道成寺の住持のもとに現れて供養を頼む。住持の唱える法華
経の功徳により二人は成仏し、天人の姿で住持の夢に現れた。実はこの二人はそれぞれ熊野権現と観世
音菩薩の化身であったのである、と法華経の有り難さを讃えて終わる。

◎宮子姫伝説
応神天皇の時代、9人の兵士に日高の浦が下賜された。9人は漁を生業としたため、周辺地域は「九海
士（の里」とよばれるようになった。九海士の里に住む夫婦である早鷹と海女の渚は、子宝に恵まれな
いことから氏神の八幡宮にお祈りしたところ、女の子を授かった。そこで名前を八幡宮にちなんで「宮
」と名づけた。ところが、成長しても宮には髪の毛が生えてこなかったため両親は悲嘆にくれていた。
ある年、九海士の里は不漁に見舞われる。その原因は海底から差す不思議な光であった。宮の母である
渚は「娘に髪の毛が生えないのは前世の報い」と考え、里の人々を救おうと罪滅ぼしのために自ら海に
飛び込んだ。海中深く潜っていると、光輝くものがあった。それは黄金色の小さな観音像であった。渚
は持ち帰った観音像を大切に祀った。光の消えた海は大漁続きとなったため里人たちは渚のことを尊敬
したが、彼女は謙虚に祈りを続けた。ある夜、渚の夢に観音が現れる。夢の中で髪の生えない娘のこと
を訴えると、にわかに宮の髪が生えはじめた。年頃になると髪も伸び、宮は「髪長姫」と呼ばれるよう
になった。ある日、宮が黒くて艶のある髪をすいていると、雀が飛んできてその髪を一本くわえ、飛び
去った。その雀は、奈良の都で勢力を誇っていた藤原不比等の屋敷の軒に巣をつくった。巣から垂れ下
がる長く美しい黒髪を見つけた不比等は髪の主である宮を探しだし、養女に迎え入れた。不比等の養女
となった宮は「宮子」という名を授けられ、やがて文武天皇に見初められ后となり、奈良の東大寺を建
立した聖武天皇の母となった。宮子は奈良に行っても故郷の九海士の里が忘れられず、特に残してきた
観音のことが気になっていた。その悩みは文武天皇に届き、「宮子に黒い長い髪を授けてくれた観音様
をお祀りする寺を造立せよ」と紀道成に勅命を出した。その寺があの道成寺だという。
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キ
「
水
返
っ
て
日
高
川
原
の
。
真
砂
の
数
は
尽
く
る
と
も
。

　

行
者
の
法
力
尽
く
べ
き
か
と

ワ
キ
ツ
レ
「
み
な
一
同
に
声
を
あ
げ

ワ
キ
「
東
方
に
降
三
世
明
王

ワ
キ
ツ
レ
「
南
方
に
軍
荼
利
夜
叉
明
王

ワ
キ
「
西
方
に
大
威
徳
明
王

ワ
キ
ツ
レ
「
北
方
に
金
剛
夜
叉
明
王

ワ
キ
「
中
央
に
大
日
大
聖
不
動

ワ
キ
、
ワ
キ
ツ
レ
「
動
く
か
動
か
ぬ
か
索
の
。
曩
謨
三
曼
陀
曰

　

羅
赦
。
旋
多
摩
訶
遮
那
。
娑
婆
多
耶
吽
多
羅
干
。
聴
我
説
者

　

得
大
智
慧
。
知
我
身
者
即
身
成
仏
と
。
今
の
蛇
身
を
祈
る
う

　

へ
は

ワ
キ
「
何
の
恨
か
有
明
の
。
撞
鐘
こ
そ

地
謡
「
す
は
す
は
動
く
ぞ
祈
れ
た
ゞ
。
す
は
す
は
動
く
ぞ
祈
れ

　

た
ゞ
。
引
け
や
手
ん
手
に
千
手
の
陀
羅
尼
。
不
動
の
慈
救
の

　

偈
。
明
王
の
火
焔
の
。
黒
烟
を
立
て
ゝ
ぞ
祈
り
け
る
。
祈
り

　

祈
ら
れ
つ
か
ね
ど
此
鐘
ひ
ゞ
き
い
で
。
引
か
ね
ど
此
鐘
躍
る

　

と
ぞ
見
え
し
。
程
な
く
鐘
楼
に
引
き
あ
げ
た
り
。
あ
れ
見
よ

　

蛇
体
は
。
現
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　

（
イ
ノ
リ
～
鱗
落
し
～
柱
巻
き
）

「
謹
請
東
方
青
龍
清
浄
。
謹
請
西
方
白
体
白
龍
謹
請
中
央
黄
体

　

黄
龍
一
大
三
千
大
千
世
界
の
恒
沙
の
龍
王
哀
愍
納
受
。
哀
愍

　

じ
き
ん
の
み
ぎ
ん
な
れ
ば
何
処
に
大
蛇
の
あ
る
べ
き
ぞ
と
。

　

祈
り
祈
ら
れ
か
つ
ぱ
と
転
ぶ
が
。
又
起
き
上
つ
て
忽
ち
に
。

　

鐘
に
向
つ
て
つ
く
息
は
猛
火
と
な
つ
て
そ
の
身
を
焼
く
。
日

　

高
の
川
浪
深
淵
に
飛
ん
で
ぞ
入
り
に
け
る
。
望
足
り
ぬ
と
験

　

者
達
は
わ
が
本
坊
に
ぞ
帰
り
け
る
我
が
本
坊
に
ぞ
帰
り
け
る

名
宜

次
第

道
行

　
次
第

ワ
カ

ワ
カ

ノ
ル

　
語
リ

ノ
ッ
ト

ノ
ル

　
キ
リ


